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主題設定の理由

変化が著しく
予測困難な２１世紀

自ら課題を発見
知識及び技能を活用しながら
他者と協働し課題解決していく力

課題解決のために
主体的に学習したことを活用し他者と協働して探究し続け
ることができる生徒の育成を図りたい

研究主題 生き生きと学び続ける生徒の育成
副主題 ～主体的・対話的に学びながら，

一人一人が課題解決できる授業づくりを通して～



授業で生み出したい姿

＜課題解決できる姿（深い学び）＞

＊基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，自

らの思考力，判断力，表現力等を働かせ，課題を解

決する姿。

＜主体的・対話的な姿＞

＊課題をつかみ，目的意識や見通し・願いをもって，

学習活動に取り組む姿。

＊課題に対する自らの考えを明確にもち，他者との学

びから考えを広げ深め，自己の変容を自覚できる姿。



昨年度までに明らかになった課題

●学習内容の系統をもとに，「何をできるように

したいか」，「どんな見方・考え方を働かせる

のか」を明確にし，単元構想をさらに練る。

●必然性のある課題を設定する。さらに，対話さ

せる対象を何にするかを考え，教材・教具や学

習形態などを工夫する。

●「どの場面で」「どのように」教師が評価をす

るのか明確にする。



研究内容１

「習得」と「活用・探究」の学びのつながりを明確に

した単元構成の工夫

・教科で働かせる見方・考え方を踏まえた単元を貫く

課題を設定し，相互的なつながりのある単元構成を

工夫する。

・社会生活や生き方への活用を促す，単元出口の授業

を位置付ける。



単元構成の工夫

教科の見方・考え方を踏ま
えた単元を貫く課題の設定

社会生活や生き方への活用
を促す単元出口の授業を位
置付ける

育てたい資質・能力を明確
にする
※評価規準は，４観点



研究内容２
一人一人が課題解決できる手立ての工夫

①一人一人が課題解決に向かうための主体的・対話的な
学びを促す工夫
・課題の焦点化…どのような力を付けるのか，何を考え

深めるのか課題を明確にする。
・学びの視覚化…自分や仲間の学びが分かる思考の視覚

化を工夫する。
②学びの状況を実感できる授業終末の工夫
・「定着状況」の見届けと，自らの伸びを実感できる授
業終末の方法を工夫する。



課題の焦点化

水と植物油を混ぜることで，
浮き沈みは体積の大きさが関
係するのではないと問題を見
いだせた。



恵那市の人口の減り方をグラフ
で示すことで，恵那市の未来の
ことを本気で考えようとする意
識がもてた。

課題の焦点化



どのような力を付けるのか，何を考え深めるのか，課題を明確
にしたことで，目的意識をもって探究活動に取り組み，仲間と
共に課題解決に向かう姿が生まれた。

課題の焦点化



学びの視覚化
のこぎりで切断する際の「視点」を
図示することで，誰もがそれを意識
して互いに教え合うことができた。



学びの視覚化

コミュニケーション活動に必要な
情報を黒板に提示することで，積
極的に自分の考えや思いを伝える
姿を生み出すことができた。



学びの視覚化

根拠となる資料を投影機などで視覚化することで，生徒全員
が見方・考え方を共有することができ，一人一人が課題解決
に向かうことができた。



授業終末の工夫

評価問題の解き方
を生徒が説明し，
それを全体で確か
め合うことで，学
びの深まりを実感
することができた。



授業終末の工夫

授業終末に相互評価の場面
を設定することで，自己の
考えの変容に気付くことが
できた。



授業終末の工夫

授業終末の問い返しや評価シートを用いることで自己の定着状
況を確認したり，相互評価したりして，学びの深まりを実感す
ることができた。



研究１について

・終末に何を目指すかを明確にし，単元を計画する力

を，教師がさらに付ける必要がある。

・「習得」の時間と「活用・探究」の時間のメリハリ

を付けた単元（題材）構成を考え，活動時間を確保

する必要がある。

今後の課題



研究２－①について

・課題化から課題解決までの過程で，生徒の活動の場

と教師の出場を明確にする必要がある。

・生徒のつぶやきを授業に活かす工夫をする必要があ

る。

・課題解決する中で，生徒に自分が大切にしたいこと

を語らせる工夫が必要である。

今後の課題



研究２－②について

・これまでの学習を活用し解決できないかを生徒に思

考させる，切り返し発問の工夫が必要である。

・中間交流では，「つまずき」や「考え」を，まとめ

では，「成果」や「喜び」を生徒が自分の言葉で言

えるようにする必要がある。

・評価シートを活用して，自分の願いや目的を宣言し

てから活動し，相互評価する工夫が必要である。

今後の課題



今後の課題
設問１：教科の学びを他に生かそうとしたか。
設問２：総合的な学習の時間の学びを他に生

かそうとしたか。
設問３：授業で課題が示されたか。
設問４：課題を立て，話し合いながら整理し，

発表できたか。
設問５：資料や文章，話の組立てなどを工夫

して発表していたか。
設問６：仲間と話し合うことで，自分の考え

を深めたり，広げたりすることがで
きたか。

設問７：学習内容をまとめ，振り返る活動を
行っていたか。



ご清聴ありがとうございました。
引き続き授業研究会をよろしくお願いします。


